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パピルスレコ V1.0.3.0のバージョンアップ後、2024年 4月以降の評価分の様式情報提出までに 
必要な作業があります。本書の内容をご覧いただき、作業を行ってください。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

パピルスレコ V1.0.3.0 
バージョンアップ後の作業について 

2024/7/30 

■入力について 
様式／機能 必要な作業 ページ 

フェースシート（病歴/服薬情報） 

服薬情報について、「用量」の「単位」の 
確認・入力を行います。 

※「薬剤変更情報」の入力前に行って 
ください。 

p.２ 

「LIFE関連」の各様式 令和 6年 4月以降評価分の新規作成と
情報入力を行います。 p.３ 

フェースシート（病歴/服薬情報） 

病名の確認・変更を行います。 p.４  

科学的介護推進に関する評価（既往歴・服薬情報） 

個別機能訓練計画書（■希望／健康状態、経過） 

リハビリケア計画書（■希望／健康状態、経過） 

自立支援促進に関する評価・支援計画書（現状の評価） 

薬剤変更情報（既往歴情報） 

個別機能訓練計画書（■機能訓練の目標） 「機能」「活動」「参加」（ICFコード） 
の確認・入力を行います。 p.５ 

個別機能訓練計画書（■プログラム内容/対応） 「プログラム内容」（支援コード）の 
確認・入力を行います。 p.６ 

リハビリケア計画書（■目標/方針） 「心身機能」「活動」「参加」（ICFコード） 
の確認・入力を行います。 p.７ 

リハビリケア計画書（■サービス内容） 「具体的支援内容」（支援コード）の 
確認・入力を行います。 ｐ.８ 

生活機能チェックシート 
栄養・摂食嚥下 アセスメント 
口腔衛生管理体制についての計画書 
口腔機能向上サービスに関する計画書 
個別機能訓練計画書 
リハビリケア計画書 

「リハ・個別機能訓練、栄養、口腔の 
一体的取り組み」の入力を行います。 

※ 該当の加算を算定する場合のみ。 

ｐ.９ 
～ 
ｐ.12 

 
■科学的介護情報システム（厚生労働省）へのデータ提出について 

内容 ページ 

遡り提出期間中のデータ提出について ｐ.13 

 



 

 2 / 13 
©2024 CONDUCT All Rights Reserved. 

 

科学的介護情報システム LIFE（厚労省）のインターフェース仕様の変更にともない、 
フェースシート＞服薬情報＞「用量」の「単位」（錠、個、瓶など）を選択式に変更しました。 
（厚労省が規定する「単位」から選択する形式になりました。） 
 
バージョンアップ前に入力した「単位」の内容については、バージョンアップ後に以下のように 
登録されます。 

・入力済みの「単位」が、厚労省が規定する選択肢と一致する場合 
→バージョンアップ後も内容が引き継がれます。 （例）「錠」、「個」、「瓶」など 

＜ 服薬情報の入力画面（バージョンアップ後）＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・入力済みの「単位」が、厚労省が規定する選択肢に存在しない場合 
→バージョンアップ後は空欄で登録されます。 （例）「枚」、「cc」、「mg」など 
バージョンアップ後に空欄で登録された「単位」については、厚労省が規定する選択肢から 
選択してください。 

＜ 服薬情報の入力画面（バージョンアップ後）＞ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フェースシート（服薬情報）－ 「用量」の「単位」の確認・入力 

厚労省が規定する「単位」と一致する 
場合は、内容が引き継がれます。 
（例）「錠」、「個」、「瓶」など 

厚労省が規定する「単位」に存在しない場合は、 
空欄で登録されます。（例）「枚」、「cc」、「mg」など 
→ 厚労省が規定する選択肢から選択してください。 
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2024年 8月 1日以降に科学的介護情報システム LIFE（厚労省）へ情報提出を行う場合は、 
提出する評価日の各様式を新様式（0300版）で作成し直す必要があります。 

・過去に作成したデータを元に新様式（0300版）を作成する場合 
作成済みのデータの   コピーボタンをクリックし、情報の入力を行ってください。 
※「評価日」は、コピー元のデータの年月日が引き継がれます。 

・新規で新様式（0300版）を作成する場合 
          ボタンをクリックし、情報の入力を行ってください。 

＜（例）「科学的介護推進に関する評価」の操作画面 ＞ 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「LIFE関連」各様式 － 令和 6年 4月以降評価分の新規作成・情報入力 

新規で新様式（0300版）を作成する場合は、 
「新規登録」ボタンをクリックし、情報を入力 
してください。 
 

過去に作成したデータを元に新様式（0300版）を 
作成する場合は、「コピー」ボタンをクリックし、 
情報を入力してください。 

・V1.0.3.0へのバージョンアップ前に作成したデータは、旧様式（0200版）として保存されています。 
※旧様式の場合は、入力画面の上部に（0200）と表示されます。 

 
 
 

・V1.0.3.0へのバージョンアップ後に新規作成したデータは、新様式（0300版）として保存されます。 
※新様式の場合は、入力画面の上部に（0300）と表示されます。 

新様式の入力画面の上部には 
（0300）と表示されます。 

旧様式の入力画面の上部には 
（0200）と表示されます。 

「評価日」や「実施日」などの日付の入力欄については、科学的介護情報システム LIFE（厚労省） 
の「外部データ取込」を行う日よりも あとの年月日（未来の日付）で入力しないでください。 
※未来の日付で登録した状態で「外部データ取込」を行うと、取込エラーになります。 

（例）科学的介護情報システム LIFE（厚労省）の「外部データ取込」を 2024年 8月 5日に行う場合 
→「評価日」「実施日」などは「2024年 08月 05日」以前の日付で入力してください。 
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2024年 8月 1日以降に科学的介護情報システム LIFE（厚労省）へ情報提出を行う場合、病名は 
「傷病名コード」を使用して入力する必要があります。 
※ 病名を「ICD10コード」で入力した場合は、科学的介護情報システム LIFE（厚労省）への情報提出 
時にエラーになります。 

「ICD10コード」で入力されている病名は、「フェースシート」＞「病歴/服薬情報」＞「病歴」で 
末尾に「＊」マーク付きで表示されます。 

「＊」マークが付いた病名については、  （編集）ボタンから「傷病名コード」で入力し直して 
ください。 

＜フェースシートの入力画面＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以下の様式の新様式（0300版）の入力時についても同様に、「ICD10コード」で入力されている病名 
がある場合は、「傷病名コード」で入力し直してください。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「フェースシート」など － 病名の確認・変更 

2024 年 7 月 30 日(火) 

様式 項目 
科学的介護推進に関する評価 診断名・服薬情報＞「診断名」 

個別機能訓練計画書 ■希望／健康状態、経過＞「病名」 

リハビリケア計画書 ■希望／健康状態、経過＞「原因疾病」 

自立支援促進に関する評価・支援計画書 現状の評価＞「診断名/発症年月日」 
 

「＊」マークが付いた病名（ICD10コード）は、 
(編集)ボタンから「傷病名コード」で入力 

し直してください。 
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科学的介護情報システム LIFE（厚労省）のインターフェース仕様の変更にともない、ICFコードの 
一部が廃止・追加され、各項目にテキスト入力欄が追加されました。 

旧様式（0200版）の   コピーボタンから新様式（0300版） 
を作成した場合、廃止された ICFコードについては右のエラー 
メッセージが表示されます。また、該当の ICFコードの背景色が 
ピンク色で表示されます。 

 
・背景色がピンク色で表示されている ICFコード名称については、 検索ボタンから選択し直して 
ください。（下図の   部分） 

 
・テキスト入力欄については、内容を再入力してください。（下図の   部分） 

 

＜ 個別機能訓練計画書（■機能訓練の目標）の入力画面 ＞ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

個別機能訓練計画書 －「機能」「活動」「参加」（ICFコード）の確認・入力 

背景色がピンク色で表示されている ICF 
コードは、検索ボタンから選択し直して 
ください。（   部分） 

内容を再入力してください。（  部分） 
※項目ごとにテキスト入力欄が追加され 
ました。 
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科学的介護情報システム LIFE（厚労省）のインターフェース仕様の変更にともない、支援コードが 
変更されました。 
 
旧様式（0200版）の   コピーボタンから新様式（0300版）を作成した場合、支援コードの 
入力内容は新様式に引き継がれず、テキスト入力欄に反映されます。 

テキスト入力欄の内容を参考に、新様式の上の  検索ボタンから支援コードを入力してください。 
※支援コードの入力後、テキスト入力欄の内容は必要に応じて修正してください。 
 
 

＜個別機能訓練計画書（■プログラム内容/対応）の入力画面＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

個別機能訓練計画書 －「プログラム内容」（支援コード）の確認・入力 

テキスト入力欄の内容（  部分）を 
参考に、検索ボタンから支援コードを 
入力してください。 
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科学的介護情報システム LIFE（厚労省）のインターフェース仕様の変更にともない、ICFコードの 
一部が廃止・追加され、各項目にテキスト入力欄が追加されました。 

旧様式（0200版）の   コピーボタンから新様式（0300版） 
を作成した場合、廃止された ICFコードについては右のエラー 
メッセージが表示されます。また、該当の ICFコードの背景色が 
ピンク色で表示されます※。 
（※）■社会参加の状況（家庭内の役割、余暇活動、社会地域活動等）以外の ICFコード入力欄が対象。 

・背景色がピンク色で表示されている ICFコード名称については、 検索ボタンから選択し直して 
ください。（下図の   部分） 

・テキスト入力欄については、内容を再入力してください。（下図の   部分） 

＜（例）リハビリケア計画書（■目標/方針）の入力画面 ＞ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リハビリケア計画書 －「心身機能」「活動」「参加」（ICFコード）の確認・入力 

背景色がピンク色で表示されている ICFコード 
は、検索ボタンから選択し直してください。 
（   部分） 

内容を再入力してください。（  部分） 
※項目ごとにテキスト入力欄が追加され 
ました。 

ICFコードの入力画面（リハビリケア計画書） 
様式２－１＞■目標／方針＞■リハビリテーションの短期目標（今後 3ヶ月間） 

様式２－１＞■目標／方針＞■リハビリテーションの長期目標 
様式２－2＞■活動（IADL）／要因分析＞■社会参加の状況（家庭内の役割、余暇活動、 
社会地域活動等）＞①②③ 
様式２－2＞■リハビリテーションサービス＞解決すべき課題 
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科学的介護情報システム LIFE（厚労省）のインターフェース仕様の変更にともない、支援コードが 
変更されました。 
 
旧様式（0200版）の   コピーボタンから新様式（0300版）を作成した場合、支援コードの 
入力内容は新様式に引き継がれず、テキスト入力欄に反映されます。 

テキスト入力欄の内容を参考に、新様式の上の  検索ボタンから支援コードを入力してください。 
※支援コードの入力後、テキスト入力欄の内容は必要に応じて修正してください。 
 
 

＜リハビリケア計画書（■サービス内容）の入力画面＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

リハビリケア計画書 －「具体的支援内容」（支援コード）の確認・入力 

テキスト入力欄の内容（  部分）を 
参考に、検索ボタンから支援コードを 
入力してください。 
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■個別機能訓練加算Ⅲを算定する場合 

以下の各様式の入力を行い、「リハ・個別機能、栄養、口腔の一体的取り組み」にチェックを 
入れて、科学的介護情報システム LIFE（厚労省）へ情報提出を行ってください。 
 
＜個別機能訓練計画書＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜生活機能チェックシート＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜栄養・摂食嚥下 アセスメント＞ 
 
  
 
 
 
 

 
 

＜口腔衛生管理体制についての計画書＞ 
 

 

  

「生活機能チェックシート」など－「リハ・個別機能訓練、栄養、口腔の一体的取り組み」の入力 
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■リハビリテーションマネジメント加算（ハ）を算定する場合 

以下の各様式の入力を行い、「リハ・個別機能、栄養、口腔の一体的取り組み」にチェックを 
入れて、科学的介護情報システム LIFE（厚労省）へ情報提出を行ってください。 
 
＜リハビリケア計画書＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜栄養・摂食嚥下 アセスメント＞ 
 
  
 
 
 
 

 
 

 
＜口腔機能向上サービスに関する計画書＞ 
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■リハビリテーションマネジメント計画書情報加算Ⅰを算定する場合 

以下の各様式の入力を行い、「リハ・個別機能、栄養、口腔の一体的取り組み」にチェックを 
入れて、科学的介護情報システム LIFE（厚労省）へ情報提出を行ってください。 

 
＜リハビリケア計画書＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜栄養・摂食嚥下 アセスメント＞ 
 
  
 
 
 
 

 
 
 

＜口腔衛生管理体制についての計画書＞ 
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■理学療法（Ⅰ）情報活用加算、理学療法（Ⅱ）情報活用加算、作業療法情報活用加算、言語聴覚療法 
情報活用加算を算定する場合 

以下の各様式の入力を行い、「リハ・個別機能、栄養、口腔の一体的取り組み」にチェックを 
入れて、科学的介護情報システム LIFE（厚労省）へ情報提出を行ってください。 
 
＜リハビリケア計画書＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜栄養・摂食嚥下 アセスメント＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜口腔衛生管理体制についての計画書＞ 
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2024年 4月～2024年 8月評価分および 2024年 9月評価分の様式情報については、 
2024年 10月 10日までに科学的介護情報システム LIFE（厚労省）への提出を行ってください。 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

※2024年 7月 31日は、メンテナンスのため科学的介護情報システム LIFE（厚労省）は利用できません。 

 
 

ご案内は以上です。 

遡り提出期間中のデータ提出について 

 6月 7月 8月 9月 10月 11月 

厚労省の 
旧 LIFE 
システム 

～2024/7/30※ 
過去提出データのみ参照 

サービス終了 
※旧 LIFEは利用できません。 

厚労省の 
新 LIFE 
システム 

 
 

    

 

2024/8/1～2024/10/10 
遡り提出期間 

2024/10/11～ 
通常提出 

～2024/7/30※ 
利用者情報・ADL維持
等情報のみ提出可 

2024年 4月～2024年 8月評価分 
および 

2024年 9月評価分の提出 

2024年 10月評価分 
以降の提出 
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